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１．検討の流れ
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１．検討の流れ １-1） 評価対象区間

○評価対象区間周辺
［広域図］

名古屋市
ターミナル駅

岐⾩県駅

愛知県

岐⾩県

三重県

名古屋港
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価
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象
区
間

⼀宮JCT
⼀宮IC

⼩牧IC

楠JCT
清洲JCT

岐⾩⽻島IC
⼀宮⻄IC

尾⻄IC

岐⾩各務原IC

156

41

19

21

21

⼀宮市

江南市

扶桑町

⽝⼭市

⼤⼝町

岩倉市

岐南町

笠松町

岐⾩市

⽻島市

稲沢市

⼩牧市

豊⼭町 春⽇井市
北名古屋市

名古屋市

清須市

あま市愛⻄市

瑞穂市

各務原市

■評価対象区間は、名古屋⾼速⼀宮中ICと東海北陸⾃動⾞道⼀宮⽊曽川ICを結ぶ区間。

⼀宮⽊曽川IC

⼀宮中IC

新四⽇市JCT

凡 例
⾼速道路等

開通済
事業中
調査中

直轄国道
開通済
事業中

その他国道
開通済

［詳細図］

⼤安IC

凡 例
⾼速道路等

直轄国道

補助国道

主要地⽅道

開通済（４⾞線以上）

開通済（４⾞線以上）
開通済（２⾞線以上）

開通済（４⾞線以上）
開通済（２⾞線以上）
開通済（４⾞線以上）
開通済（２⾞線以上）

開通済（２⾞線以上）

22

⼀宮⽊曽川IC

⼀宮中IC

評
価
対
象
区
間
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１．検討の流れ 1-2） 名岐道路の位置付け

地域⾼規格道路としての位置付け

《名岐道路の地域⾼規格道路の路線指定経緯》

《地域⾼規格道路》

《地域⾼規格道路：名岐道路の概要》

名岐道路
【計画路線】
約10km

岐⾩各務原IC

⼀宮⽊曽川IC

⼀宮IC

⼩牧IC

⼀宮JCT

清洲JCT
楠JCT

155

22

41

155

155

21

21

156

256

岐⾩県

愛知県

302

41

22

尾⻄IC

⼀宮⻄IC ⼀宮中IC

名古屋⾼速道路
⾼速清洲⼀宮線

約９km
平成17年2⽉開通

開通済
事業中
調査中（調査区間）
調査中

凡例

Ｈ 6年12⽉ 候補路線指定（国⼟交通省道路局⻑指定）

Ｈ10年 6⽉ 計画路線指定（建設⼤⾂（現国⼟交通⼤⾂）指定）

Ｈ17年 3⽉ 調査区間指定（⼀宮市富⼠〜⼀宮市⼤⽑間：約6km）

⾼規格幹線道路を補完し、地域の⾃⽴発展や地域間の連携を⽀える概ね60km/hの速
度サービスを提供する道路
[機能要件]

（1）通勤圏域の拡⼤や都市と農⼭村地域との連携の強化による地域集積圏の拡⼤を図
る環状・放射道路

（核都市と農⼭村地域をはじめとする周辺地域が連携した広域的な地域・都市構造を図る）
・・・【連携機能】
⇒名岐道路は、連携機能を担う路線として指定

（2）⾼規格幹線道路を補完し、物資の流通、⼈の交流の活発化を促し、地域集積圏間の
交流を図る道路

（さまざまな地域圏との活発な交流が可能となる多⾓的ネットワークの形成を図る）
・・・【交流機能】

（3）空港・港湾等の広域的交流拠点や地域開発拠点等との連絡道路
（国際的、全国的な交流を図るため、空港等他の広域交通機関との効率的なネットワークの
形成を図る）・・・【連結機能】

■名岐道路は、愛知県⼀宮市と岐⾩県岐⾩市を結ぶ地域⾼規格道路。
■平成17年に愛知県⼀宮市富⼠（名古屋⾼速 ⼀宮中IC）〜⼀宮市⼤⽑（東海北陸⾃動⾞道 ⼀宮⽊曽川IC）間が

調査区間に指定。

名岐道路
【評価対象区間】

約6km
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１．検討の流れ 1-3） 計画段階評価手続きの進め方（案）

中部地⽅⼩委員会
（第１回）

〔審議内容〕
計画段階評価

⼿続きの進め⽅（案）
名岐道路の位置付け
地域・道路の状況と課題
政策⽬標（案）
路線の整備⽅針（案）
⽐較ルート（案）
意⾒聴取⽅法（案）

意⾒聴取

◆意⾒聴取内容
○地域の道路交通課題
○名岐道路の対策案の⽐較・

検討に重視する項⽬
◆意⾒聴取⽅法
《ヒアリング》
対象者：地⽅公共団体

関係団体 等

《アンケート》
対象者：地域住⺠

道路利⽤者 等

中部地⽅⼩委員会
（第２回）

〔審議内容〕
意⾒聴取結果
地域意⾒を踏まえた

整備⽅針
対応⽅針（案）の

検討

対
応
⽅
針
の
決
定
︵
概
略
ル
␗
ト
␓
構
造
︶

今回
R元.6.27

尾北地域渋滞対策WG
（第１回・２回）

〔⽬的〕
・国道22号の渋滞を解消する抜本
的対策として、また、愛知県と岐⾩
県の更なる連携強化を図るため、
愛知県と岐⾩県にまたがる広域的
な道路ネットワークを担う名岐道路
の具体化に向け検討

〔検討結果〕
■交通容量の拡⼤、信号交差

点の回避・集約、利⽤交通の
適正化の必要性を確認

■交通課題を踏まえた「優先整
備区間」、「道路構造（整備
形態・中間IC配置）」を検討

H29.12.25
H30.11.30
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２．尾北地域渋滞対策検討ＷＧのとりまとめ
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２．尾北地域渋滞対策検討ＷＧのとりまとめ 2-1）名岐道路の検討状況

中京圏渋滞ボトルネック対策協議会
（ H24.6設置 ）

東名阪道渋滞対策検討ワーキンググループ
（ H28.10.7設置 ）

尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ
（ H29.12.25設置 ）

《第１回：H29.12.25》
■設⽴趣旨、⽬的の共有
■地域概況の把握
■地域課題の把握

・国道22号及び周辺道路の交通状況の詳細分析・交通課題の共有

《第２回：H30.11.30》
■名岐道路の優先整備区間等の検討

・交通課題を解決するための「優先整備区間」、「道路構造」、「中間IC」に
ついて検討・議論

《H30.11.30公表》
・名岐道路の優先整備区間（案）、道路構造（案）等

尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ：構成メンバー

■名岐道路については、尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループにおいて、交通課題の分析や課題を解決するために必
要な道路構造等を検討。

■平成30年11⽉に、名岐道路の優先整備区間（案）、道路構造（案）等のとりまとめを⾏い、公表。
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２．尾北地域渋滞対策検討ＷＧのとりまとめ 2-2）WGにおけるとりまとめ
① 優先整備区間（案）

《優先整備区間（案）》

優先整備区間

三ツ井 下浅野 富⼠３ 朝⽇２
中島通３

⻄島町５ ⿊⽥⻄
⽯原

岐南インター両郷町
常願通７

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼤⽑⻄

⼀宮
ＩＣ

名
神
⾼
速
道
路

⼀宮
⽊曽川
ＩＣ

北⽅町 伏屋
愛知県・
岐⾩県境

⼀宮中
⼊⼝

外崎
浅野

富⼠４ 朝⽇３
⾼⽥⻄ 北⽅狐塚東島町

21⼀宮東
出⼝

⼀宮東
⼊⼝

島崎1

155

155
⽊
曽
川

⼀宮⽊曽川
インター北

○国道22号の交通課題の状況を踏まえ、富⼠3交差点〜⼀宮⽊曽川IC区間を優先整備区間とする。

＜信号交差点の連担＞
・他の区間と⽐較して、信号交差点が連担しており、慢性的に旅⾏速度の低下が発⽣。
（富⼠3交差点〜⻄島町5交差点区間では9箇所/3kmの信号交差点が集中）

＜交通量・トリップの混在・集中＞
・他の区間と⽐較して、上下線の朝⼣ピーク時間帯における旅⾏速度の低下が著しい。
・通過交通と沿線地域から発⽣・集中する交通が混在。

＜死傷事故率＞
・他の区間と⽐較して、死傷事故率が⾼く、渋滞による速度低下を起因とした追突事故割合が⾼い。

：主要渋滞箇所
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② 道路構造（案）
■道路構造は｢専⽤部整備｣とし、両郷町、常願通７交差点付近に中間ICを設置する。

⾄

名
古
屋
市

⾄

岐
⾩
市

⾼
⽥
⻄

下
浅
野

浅
野

富
⼠
3

富
⼠
4

朝
⽇
2

朝
⽇
3

両
郷
町

常
願
通
7

東
島
町

中
島
通
3

⻄
島
町
5

⼀宮東出⼝

⼀宮中⼊⼝

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

下り

上り

両郷町、常願通７交差点付近に
中間ICを設置

⼀宮⽊曽川
IC

２．尾北地域渋滞対策検討ＷＧのとりまとめ 2-2）WGにおけるとりまとめ

専用部

一般部
（国道２２号）

一般部
（国道２２号）

国道22号

⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

名
神
⾼
速
道
路

専⽤部整備

■整備イメージ■標準断⾯図

《道路構造（案）》

■中間IC
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３．地域の概況
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■周辺には、⾼速道路ネットワークとして、東海北陸⾃動⾞道、名神⾼速道路等の⾼規格幹線道路に加え、名古屋⾼速
道路の放射軸、東海環状⾃動⾞道や名古屋第⼆環状⾃動⾞道等の環状道路が概成してきている。

［広域図］

名古屋市
ターミナル駅

岐⾩県駅

愛知県

岐⾩県

三重県

名古屋港

四⽇市港

豊⽥JCT

Ｃ3

豊⽥東JCT

養⽼JCT

⼀宮JCT

四⽇市JCT新四⽇市JCT

⼩牧JCT

⼟岐JCT

美濃関JCT

258

19

1

153

23

41

21

1
23

21

153

19

評
価
対
象
区
間

N

2019年度
開通予定

2024年度
開通見込み

2019年度
開通予定

2024年度
開通見込み※1

2020年度
開通予定

凡 例
⾼速道路等

開通済
事業中
調査中

直轄国道
開通済
事業中

その他国道
開通済

３．地域の概況 3-1） 周辺道路の整備状況

※１⽤地取得等が順調な場合
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３．地域の概況 3-1） 人口・地域経済

■⼈⼝分布

■名古屋都市圏の中で名古屋・⼀宮・岐⾩間は、最⼤の⼈⼝集積エリアであり、⼀宮市を含む尾張北⻄地域（⼀宮市・江南市・
稲沢市・岩倉市）や岐⾩地域の⼈⼝は名古屋市とともに全国を上回る伸びをみせている。

■また、尾張北⻄地域及び岐⾩地域は、平成23年12⽉に「アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区」として指定以降、進展
が著しい航空宇宙産業等の効果もあり、製造品出荷額等が全国を上回る伸びをみせ、今後更なる成⻑が期待される地域である。

愛⻄市

津島市

あま市

⻑久⼿市

⽇進市

東郷町
みよし市

豊明市
⼤府市東海市

刈⾕市

豊⽥市

⾶島村

弥富市

蟹江町

いなべ市

東員町

桑名市

⽊曽岬町

朝⽇町

海津市

養⽼町 輪之内町

安⼋町⼤垣市

神⼾町

瑞穂市

⼤野町

富加町

美濃加茂市

⼭県市
美濃市

川辺町

本巣市

⼀宮市

稲沢市

江南市

扶桑町

⼤⼝町

⽝⼭市

⼩牧市

春⽇井市

瀬⼾市

尾張旭市

岐⾩市
各務原市

岐南町

関市

可児市

多治⾒市

坂祝町 御嵩町

⼋百津町

⼟岐市

清須市

岩倉市

豊⼭町

北⽅町

⼤治町

北名古屋市

⽻島市

名古屋市

笠松市

出典：H27年国勢調査

評
価
対
象
区
間

50万人以上
30万～50万人
20万～30万人
10万～20万人
5万～10万人
5万人未満

名古屋⇔⼀宮⇔岐⾩の軸上が
名古屋都市圏の⼈⼝集積エリア

331 342 339 346 355 355 

139 129 155 162 157 162 
122 124 121 118 126 136 

1.07 

1.17 
1.11 
1.08 

0.70

0.90

1.10

1.30

0

500

1,000

1,500

2,000

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年
名古屋市 尾張北⻄地域 岐⾩地域 名古屋市
尾張北⻄地域 岐⾩地域 全国

■製造品出荷物額等の推移

製
造
品
出
荷
額
︵
百
億
円
︶

H
2
2
年
を
１
と
し
た
と
き
の
伸
び
率

出典：H22〜27年⼯業統計調査

■⼈⼝

出典：H27年国勢調査

尾張北⻄地域：⼀宮市、江南市、稲沢市、岩倉市
岐⾩地域：岐⾩市、⽻島市、各務原市、瑞穂市、本巣市、岐南町、笠松町、北⽅町

H23.12 アジアNo.1航空宇宙産業
クラスター形成特区に指定

出荷額 名古屋市: 尾張北西地域: 岐阜地域:

伸び率 名古屋市: 尾張北西地域: 岐阜地域: 全国:

名古屋市 尾張北⻄
地域 岐⾩地域 全国

H7 215万⼈ 63万⼈ 76万⼈ 12,570万⼈

H27 230万⼈ 66万⼈ 77万⼈ 12,709万⼈

伸び率 1.07 1.05 1.02 1.01
全国を上回る伸び
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■名古屋市と県外を結ぶ交通流動は岐⾩市との繋がりが最も多く、名古屋市・⼀宮市・岐⾩市における交通⼿段の約４割が
⾃動⾞利⽤を占める。

■名古屋市、⼀宮市、岐⾩･美濃地域の⼈・モノの動きをみると、⼀宮市と岐⾩・美濃地域との交通流動が最も多く、⽇常的
な社会活動での結びつきが⾮常に強い。

■ 名古屋市⇔県外の交通流動

【出典】第５回中京都市圏パーソントリップ調査

凡例 7万トリップ以上
4〜7万トリップ
4万トリップ未満

（調査対象範囲：愛知県、岐⾩県南部、三重県北部）
（地域区分）

中京都市圏パーソントリップ調査における地域区分

No 市町村 トリップ数
1 岐⾩市 47,920
2 桑名市 34,465
3 多治⾒市 21,441
4 四⽇市市 19,652
5 各務原市 19,339

名古屋市⇔県外市町村の
交通流動（TOP5）

四⽇市

鈴⿅・⻲⼭

桑名・員弁

⻄濃

加茂
東濃⻄部

交通⼿段割合
（名古屋市・⼀宮市・岐⾩市）

約６割

⾃動⾞
約４割

（5.3万トリップ）

■鉄道
■⾃動⾞
■⼆輪⾞

■ 名古屋市、⼀宮市、岐⾩・美濃地域間のOD

【出典】H27センサス 中部4県発着⾞種別OD

３．地域の概況 3-2） 地域の交通流動

岐⾩・美濃
（8.0万ﾄﾘｯﾌﾟ）

名古屋市

評
価
対
象
区
間

岐⾩・美濃

⼀宮市

名古屋市

⼀宮市と岐⾩・美濃地域間の
ODが多い
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３．地域の概況 3-3） 地域の主要産業 ～航空宇宙産業等の先進産業が集積～

■尾張北⻄地域等を含む中部エリアは、わが国有数の航空宇宙産業拠点となっており、岐⾩地域には航空宇宙産業関連の
事業所が多く集積している。

■⼤⼿⼤型旅客機企業では、岐⾩地域で製造された航空宇宙産業関連の部品等を、名古屋港周辺の⼯場まで運搬・
組⽴し、名古屋港を経由して中部国際空港から⽶国へ輸送されている。

■航空宇宙産業
《部品製造〜組み⽴て〜空輸までの流れ》

※1：専⽤貨物機
⼤型航空機の部品を運ぶための⾶⾏機で
世界に４機のみ存在
（うち１機が中部国際空港から離発着）
•⼤型航空機の35%は⽇本で⽣産されて
おり、最終組み⽴て⼯場があるアメリカのエ
バレットまで運ぶ。

⼤型航空機の⽉⽣産数
【これまで】12機／⽉

↓
【今 後】14機／⽉に増産※2

⼤型航空機の部品を輸送する専⽤貨物機※1

※2：H31年1⽉30⽇発表

【部品⼯場】
・航空宇宙関連部品の製造

名古屋港
【名古屋第⼀⼯場】
・前部胴体組⽴

中部国際空港⽶国へ

海上輸送

名
⼆
環

評価対象区間

《航空宇宙産業関連の事業所等》
※航空機⽤原動機製造業+その他の航空機部分品・補助装置製造業（愛知・岐⾩・三重・静岡）

出典：H26⼯業統計（都道府県別産業細分類別統計表）

全国計
1.7兆円

中部エリア 内訳

その他
地域
56%

中部エリア※

44%
7,420億円

《航空宇宙産業のシェア》

岐⾩
34% 愛知

62%

その他 4%

評
価
対
象
区
間

岐⾩地域に集積

：アジア№1クラスター形成
特区指定地の事業所

岐⾩県

愛知県

名古屋港

尾張北⻄地域

出典：愛知県HP

組⽴⼯場

C2
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2.1 

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

３．地域の概況 3-4） 地域の主要産業 ～国内トップクラスの繊維産業～

■名岐道路が通過する⼀宮市は、国道22号の沿線を中⼼に繊維関連企業が多数⽴地。
■繊維産業においては、事業所数・製造品出荷額ともに国内トップクラスのシェアを誇り、10年で輸出額が約2倍に増加。

《国道22号沿線地域の⽴地企業（繊維関連）》

事業所数[箇所] 製造品出荷額等[億円]

１ 京都市 498 倉敷市 1092
２ ⼀宮市 260 ⼀宮市 827
３ ⼤阪市 247 福井市 812
４ 倉敷市 221 ⼤阪市 780
５ 福⼭市 197 京都市 742

［繊維産業における市町村ランキング］

※平成28年⼯業統計（繊維⼯業）【経済産業省】

伝統的なションヘル式織機
若者も⼊社し作業を⾏っている

［⾼級⽑織物の海外進出］

《⼀宮市における繊維産業》

《中部国際空港からの「織物⽤⽷及び繊維製品」輸出額》

Ｈ
21
年
を
1.0
と
し
た
と
き
の
⽐
率

出典：貿易統計（H21〜H30）【財務省】 対象品⽬は⽑織物、繊維⼆次製品（除⾐類）、織物、織物⽤⽷、⾐類及び同附属品

（年）

22

155

155

評
価
対
象
区
間

21

⼀宮市

岐⾩県

愛知県

全国へ搬出

〈立地企業〉

：繊維関連企業
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0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

外
国

⼈
⼊

国
者

の
伸

び
率

[H
23

年
基

準
]

⽩川町
+36%

⾶騨市
+17%

評
価
対
象
区
間

尾張北⻄地域
+6%

⾼⼭市
+17%

岐⾩地域
+8%

３．地域の概況 3-5） 観光交流

■近年、中部国際空港からの外国⼈⼊国者数が⼤幅に増加傾向（約3.3倍[H23⇒H29]）。この影響を受け、昇⿓道
プロジェクトの重点ルートとなっている⾶騨・⾼⼭等の地域においては、観光⼊込客数の伸びが著しい。

■その⼀⽅で、名岐道路の周辺地域においては、「138タワーパーク」や「真清⽥神社」など、年間来訪者100万⼈以上の
豊富な観光資源が存在しているが、近年の観光⼊込客数は概ね横ばいにある。

■観光⼊込客数の伸び率 (H23→H29)

Dragon Course
（昇⿓道プロジェクト）

名古屋城
● 名古屋駅

愛知県

●岐⾩駅 岐⾩県

⻑良川鵜飼
岐⾩城

岐⾩地区

名古屋地区

Dragon Course
（昇⿓道プロジェクト）

⾶騨・⾼⼭⽅⾯

主要な観光地

尾張北⻄地域

評
価
対
象
区
間

138タワ-パ-ク

真清⽥神社

【出典】法務省 出⼊国管理統計

■中部国際空港における外国⼈⼊国者数の推移

138タワ-パ-ク

年間約170万⼈が来訪

真清⽥神社

年間約120万⼈が来訪

899 930 1,009 1,010 994 1,009 952 

1,130 1,140 1,165 1,228 1,241 1,241 1,223 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

尾張北⻄部地域 岐⾩市周辺地域

（万⼈）
近年は横ばい

出典：愛知県観光レクリエーション利⽤者統計（H23〜H29） 対象地域は⼀宮市、江南市、稲沢市、岩倉市
出典：岐⾩県「観光統計（H23〜H29）」 対象地域は岐⾩市、岐南町、笠松町、各務原市

中部国際空港⽅⾯
出典：愛知県観光レクリエーション利⽤者統計（H23〜H29）

対象地域は⼀宮市、江南市、稲沢市、岩倉市
出典：岐⾩県「観光統計（H23〜H29）」

対象地域は岐⾩市、岐南町、笠松町、各務原市

観光⼊込客数の推移

■周辺地域の観光資源

H29H28H27H26H25H24H23

3.27

1.0
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４．道路交通の現状と課題
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出典：ETC2.0プローブ（H30.10）

岐阜地域

⼀宮中⼊⼝

⼀宮JCT

⼀宮⽊曽川IC

岐⾩
各務原IC

22

155

21

②⼀般道利⽤ルート
延⻑：約20km
所要時間：約50分

①⾼速道路利⽤ルート
延⻑：約30km
所要時間：約40分

名古屋市内
名古屋港・中部国際空港

北陸方面

※延⻑、所要時間は岐⾩市役所〜⼀宮ICを対象とし、
所要時間は平成27年度全国道路街路交通情勢調査の旅⾏速度を⽤いた。

岐⾩市役所

155

岐南IC

⼀宮市

愛知県

岐⾩県

⼀宮市

愛知県

岐⾩県

⼀宮IC

⼀宮中⼊⼝

⼀宮IC

約1.5倍の延⻑を迂回 ⼀宮⽊曽川IC

22

155

155

21

岐南IC

評
価
対
象
区
間

評
価
対
象
区
間

岐⾩市役所

４．道路交通の現状と課題 4-1） 高速アクセス性、時間信頼性

■名古屋と岐⾩地域間を結ぶ⾼速道路ネットワークは整備されているが、⼀般道路を利⽤した場合に⽐べ、⾼速道路を利⽤
した場合には約1.5倍の延⻑があり、迂回感がある。

■また、⾼速道路利⽤ルートには⾼速ボトルネック箇所が存在するため、所要時間にばらつきが発⽣し、時間信頼性が低い。

■迂回感のある⾼速道路 ■時間信頼性の低い⾼速道路

所要時間（岐⾩市役所 → ⼀宮IC間 ）
［混雑時：42分、⾮混雑時：30分］

⇒ 混雑時には＋12分（1.40倍）

所要時間にばらつきが発⽣

⾼速ボトルネック箇所
（主要渋滞箇所）
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４．道路交通の現状と課題 4-2） 渋滞

■国道22号は、岐⾩地域⇔名古屋都市圏の広域交通（通過交通）と尾張北⻄地域を発着点とする交通（地域交
通）が混在し、本線・交差路線で朝⼣ピーク時に速度が低下。

■特に、国道２２号の市街地付近では、信号交差点が連担しており、速度低下が顕著。
 国道22号の交通特性

出典：中島通３交差点通過交通の発着点分析 ETC2.0プローブ(H30.10）

 国道22号周辺における⼀般道路の速度状況（平⽇7時台）

一宮JCT

一宮木曽川IC

岐阜各務原IC

一宮西IC

尾西IC

一宮IC

笠松町

一宮市

羽島市

岐阜市 岐南町

木曽川

22

21

155

155

21

22

三ツ井

下浅野

⼤⽑⻄

⾼⽥⻄

常願通7

島崎1

外崎

⿊⽥⻄⽯原

北⽅狐塚

北⽅町

伏屋

岐南インター

伝法寺

出典：ETC2.0プローブ（H30.10）

国道22号上で
速度低下が顕著な区間

評
価
対
象
区
間

富⼠3
富⼠4

朝⽇2
朝⽇3

両郷町

東島町

中島通3

⻄島町5

浅野

20km/h未満
20〜30km/h
30〜40km/h
40km/h以上
データなし

【旅⾏速度】

主要渋滞箇所

国道２２号の区間別の㎞あたり信号数

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

ｋ
ｍ
あ
た
り
の
信
号
数

清洲JCT
〜富⼠3

富⼠3
〜⻄島町5

⻄島町5
〜岐南インター

1.4
1.1

3.0
国道22号平均
1.6箇所/㎞

内々交通
16%

内外交通
37％

外々交通
47％

尾張北⻄地域を発着点とする地域交
通と岐⾩地域⇔名古屋都市圏の広

域交通が混在

内々交通：尾張北⻄地域内の交通
内外交通：尾張北⻄地域内と地域外の交通
外々交通：尾張北⻄地域外同⼠の交通

⼀宮⽊曽川インター北

信号交差点連続区間
（９箇所／３km）
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４．道路交通の現状と課題 4-3） 交通事故

■⼀宮市では、国道22号、国道155号等の幹線道路沿線において事故が多く発⽣している。
■国道22号の評価対象区間の死傷事故率は愛知県平均の約1.8倍と⾼い。また、発⽣した事故の約7割が追突事故。

出典：学区別⼈⾝事故発⽣状況 H30年1⽉〜12⽉末（⼀宮警察署） 出典：ITARDAデータ（H26〜H29）

最近発⽣した事故（中島通3丁⽬付近）

追突事故が全体の約7割。
渋滞に起因する事故が想定される。

■国道22号の事故発⽣状況（⼀宮中ＩＣ〜⼀宮⽊曽川ＩＣ）

■国道22号の事故類型割合
（⼀宮中IC〜⼀宮⽊曽川IC）

⼀宮⽊曽川インター北

⼤⽑⻄

⾼⽥⻄

⻄島町5丁⽬
中島通3丁⽬

東島町
常願通7丁⽬

両郷町
朝⽇3丁⽬
朝⽇2丁⽬
富⼠4丁⽬
富⼠3丁⽬

浅野

下浅野

島崎1丁⽬
外崎
三ツ井

⼀宮⽊曽川ＩＣ

⾄ 岐⾩市

⾄ 名古屋市

国道22号沿線地域及び
⼀宮市街地周辺における

死傷事故の多発

県道18号（⼤垣⼀宮線）
沿線地域にて

死傷事故が多発

評
価
対
象
区
間

⼀宮中ＩＣ

【死傷事故件数】

80件以上
70〜80件
30〜70件
30件未満

※1⽉〜12⽉末⽇までの件数

出典：ITARDAデータ（H26〜H29）

追突
74%

その他
9%出会い頭

4%
左折
4%

右折
9%

《評価対象区間における死傷事故発⽣状況》《⼀宮市における学区別の死傷事故発⽣状況》

0

70

140

愛知県平均 一宮中IC～一宮木曽川IC

愛知県平均の
約1.8倍の死傷事故率

評価対象区間

121

69

（件/億台キロ）

平成30年11⽉
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５．政策目標（案）の設定
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５．政策目標（案）の設定 5-1） 地域の将来像

《愛知県・尾張地域の上位計画》
愛知ビジョン2020《H27.3策定》

次世代産業の育成・強化と
地域産業の活性化

県営名古屋空港隣接地における⺠間航空機の⽣産・整備拠点の形成など、「アジア№1航空宇宙産業クラスター形
成特区」の推進による航空宇宙産業の振興を図る。

⼤都市圏名古屋をはじめ、各
都市の魅⼒を⽣かした地域の
賑わいの創出

先進的なモノづくり産業や、繊維産業、窯業、醸造業といった地場産業、尾張七宝などの伝統的⼯芸品等を⽣かし
た、観光モデルルートの普及やスタンプラリーの実施など、産業観光を推進。

⼤都市地域としての利便性を
⽣かした、質の⾼い快適な暮
らしを⽀える基盤づくり

地域内交通の円滑化に向け、都市計画道路の名古屋岡崎線、名古屋江南線、名古屋津島線、名古屋半⽥線をはじめ
とする名古屋からの放射状道路や、都市計画道路の北尾張中央道、瀬⼾⼤府東海線、名古屋第3環状線をはじめと
する環状道路の整備を推進

愛知県

尾張都市計画区域マスタープラン《H31.3策定》

⼒強い愛知を⽀えるさらなる
産業集積の推進

広域幹線道路ネットワークの整備とともに、産業集積地へのアクセス道路の整備などを進め、経済活動の効率性の向上や⽣産⼒拡
⼤などを図る。

リニア新時代に向けた地域特性
を最⼤限活かした対流の促進 広域幹線道路の整備を促進するなど、世界とつながる⽞関⼝となる中部国際空港や名古屋港などとのアクセス性の向上を⽬指す。

⼤規模⾃然災害等に備えた
安全安⼼な暮らしの確保 誰もが安全安⼼に移動できる都市空間の形成に向けて、交通安全対策や歩⾏経路のバリアフリー化などを推進。

愛知県（尾北地域）
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５．政策目標（案）の設定 5-2） 政策目標（案）

課 題 原因

物流・産業

○⾼速道路利⽤時の迂回感
・名古屋と岐⾩地域間を結ぶ⾼速道路ネットワークは迂回感
がある（⼀般道に⽐べ1.5倍）

○⾼速道路利⽤時の時間信頼性が低い
・⾼速道路を利⽤した場合に所要時間にばらつきが⽣じ、
時間信頼性が低い

○名古屋・岐⾩間の効率的な⾼速道
路ネットワークが不⾜

○⾼速道路利⽤ルートに渋滞ボトル
ネック箇所が存在

渋滞
○国道22号等の交通渋滞
・国道22号等で朝・⼣ピーク時に速度低下が発⽣
・特に市街地付近では速度低下が顕著

○地域を発着点とする交通と、広域交
通(通過交通)が混在

○市街地付近では信号交差点が連担

事故 ○国道22号沿線地域で多発する交通事故
・愛知県平均の約1.8倍と⾼い死傷事故率 ○渋滞

政策⽬標（案）

交通の円滑化

交通安全の確保

都市間の物流アクセス性
向上・産業活性化⽀援
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事故 交通安全の確保

【課題】
①愛知県平均の約1.8倍と⾼い死傷事故率

渋滞 交通の円滑化

【課題】
①国道22号等で朝・⼣ピーク時に速度低下が
発⽣

②特に市街地付近では速度低下が顕著

５．政策目標（案）の設定 5-2） 政策目標（案）

物流・産業 都市間の物流アクセス性
向上・産業活性化⽀援

【課題】
①名古屋と岐⾩地域間を結ぶ⾼速道路ネット
ワークは迂回感がある（⼀般道に⽐べ1.5倍）

②⾼速道路を利⽤した場合に所要時間にばら
つきが⽣じ、時間信頼性が低い

■各政策目標と課題

高速道路と一般道路の経路

22

21

⼀宮IC

岐⾩市役所

⼀宮⽊曽川IC

⼀宮中IC

渋滞が発⽣
しやすい区間

約20km

約30km

0

70

140

愛知県平均 一宮中IC～一宮木曽川IC

※死傷事故率：⾃動⾞の⾛⾏距離あたりの事故件数

死傷事故のイメージ

国道22号における死傷事故率※

国道22号の走行速度

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅⾏速度(上下線平均)

朝ピーク時交通状況（国道２２号 富⼠４交差点付近）

愛知県平均の
約1.8倍の死傷事故率

評価対象区間
（一宮中～一宮木曽川）

20.0

25.0

30.0

35.0

評価対象区間
（一宮中～一宮木曽川）

国道２２号
（評価対象区間以外）

121

6933km/h

28km/h

対象区間は渋滞の発⽣
などにより速度が低い

（件/億台キロ）

（km/h）

※延⻑、岐⾩市役所〜⼀宮ICを対象 出典：ETC2.0プローブ（H30.10）

⾼速道路の移動時間
（岐⾩市役所〜⼀宮ＩＣ間）

混雑時 ⾮混雑時

42分 30分12分のバラツキ
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５．政策目標（案）の設定 5-2） 政策目標（案）

○地域の課題や将来像等を踏まえ、３つの政策⽬標（案）を設定し、これらの⽬標を達成するための対策案を検討。
■政策⽬標（案）の設定

地域の状況

交通課題・地域課題

地域の将来像

１．都市間の物流アクセス性向上、産業活性化⽀援

２．交通の円滑化

３．交通安全の確保

■対策案の検討

名岐道路（⼀宮地区）※について対策案を複数設定し検討

【物流・産業】
・国内トップクラスの繊維産業や
航空宇宙産業拠点等の主要
な地域産業拠点、北陸地域
と国際物流拠点（名古屋港
や中部国際空港）を結ぶ、⾼
速アクセス性、時間信頼性の
⾼い道路

【事 故】
・沿線地域において交通事故
が抑制され、安全性が⾼い道
路

【渋 滞】
・渋滞や混雑の影響が少なく、
都市間・地域間の⽇常的な
移動が快適に⾛⾏できる等、
速達性が⾼い道路

政策目標（案）

※評価対象区間
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６．対応方針（案）の検討
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６．対応方針（案）の検討 6-1） 対応策案の考え方

【案①】

専⽤部整備案
【案②】

部分⽴体案
【案③】

平⾯８⾞線案

【政策⽬標（案）】
●都市間の物流アクセス性向上、産業活性化⽀援
●交通の円滑化
●交通安全の確保

《配慮すべきポイント》
⾃然環境の保全、⽣活環境への配慮、施⼯時の地域への配慮

政策⽬標を達成するために考えられる対策案

【道路に求められる機能・役割】
○産業・物流拠点間の⾼速アクセス性・時間信頼性が⾼い
○都市間・地域間の⽇常的な移動が快適に⾛⾏できる等、
速達性が⾼い

○沿線地域において交通事故が抑制され、安全性が⾼い
※意⾒聴取により道路に求められる機能・役割を補完

将来像を踏まえた道路に求められる機能・役割と政策⽬標（案）
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整備
形態 標準断⾯図 整備イメージ

専⽤部
整備案

部分
⽴体案

平⾯
8⾞線案

６．対応方針（案）の検討 6-2） 構造形式比較図

■国道２２号の沿線では、既に都市計画に基づき、市街化やまちづくりが進展しており、現道上以外での整備は困難なこと
から国道２２号と同⼀ルートにおいて対応可能となる道路構造案を抽出

■構造形式⽐較図

国道２２号

専用部

一般部
（国道２２号）

一般部
（国道２２号）

（平面部）（平面部）

国道２２号
（立体部）

国道22号

平⾯8⾞線化

⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

名
神
⾼
速
道
路

■国道22号周辺の開発状況

国道22号

部分⽴体化 部分⽴体化⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

名
神
⾼
速
道
路

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

⾼
⽥
⻄

下
浅
野

浅
野

富
⼠
3

富
⼠
4

朝
⽇
2

朝
⽇
3

両
郷
町

常
願
通
7

東
島
町

中
島
通
3

⻄
島
町
5

国道22号

⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

名
神
⾼
速
道
路

専⽤部整備
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６．対応方針（案）の検討 6-3） 路線の検討条件

【対策（案）と保全対象】

■評価対象区間の周辺には、保全対象となる「集落・市街地」、「河川」、「巨樹・巨⽊林」、「天然記念物（植物）」、
「特定植物群」、「景観資源・眺望点」、「⼈と⾃然との触れ合いの活動の場」等が存在し、⼯事中及び道路の存在によ
る影響等を考慮する必要がある。

渋滞区間（国道22号）

※2018.3 平日のETC2.0データより旅行速度20km/h以下の箇所

⾄

⼤
阪

岐⾩市

愛知県

岐阜県

⾄ 富⼭

⾄ 名古屋

B
P

21

155

155

22

22

155

⼀宮JCT

⼀宮IC

⼀宮市

⾄

東
京

ぎ
ふ

ぎ
ふ

岐
⾩
県
岐
⾩
市

評価対象区間評価対象区間

めいぎ

名岐道路
めいぎ

名岐道路

⼀宮⽊曽川IC

⼀宮中⼊⼝

⼀宮市役所

岐⾩各務原IC

あ
い
ち

い
ち
の
み
や

愛
知
県
⼀
宮
市

いちのみやにし

一宮西IC

対策（案） 凡例

：案１ 専用部整備案

：案２ 部分立体案

：案３ 平面8車線案

立体区間

立体
区間

立体
区間

⾼速道路等

⼀般国道

その他の道路

４ 車線以上 ２ 車線

主要渋滞箇所

事故危険箇所

重要な植物種
（天然記念物）
重要な植物種
（巨樹・巨⽊林）

⼈と⾃然との触れ
合いの活動の場
景観資源

眺望点

集落・市街地

重要な植物種
（特定植物群）
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６．対応方針（案）の検討 6-4） 対策案の比較

評価項⽬ 評価ポイント

【案①】専⽤部整備案 【案②】部分⽴体案 【案③】平⾯８⾞線案

・全線⽴体構造で整備し、地域交通と通過交通を分化するこ
とで、産業・物流拠点間の⾼速アクセス性・時間信頼性を向上
させるとともに現道の渋滞や事故に対する課題解決を図る案

・信号が連続する区間(富⼠3・両郷町〜常願通７)において、
部分的に⽴体構造で整備し、渋滞や事故に対する課題解決
を部分的に図る案

・全線で現道を拡幅し、⼯事中の現道交通への影響を考慮し
つつ、渋滞や事故に対する課題軽減を図る案

約6ｋｍ 約6ｋｍ（部分⽴体:約2km） 約6ｋｍ

﹁
政
策
⽬
標
﹂
に
対
す
る
評
価

都市間の物流アクセ
ス性向上・産業活性
化⽀援

岐⾩・⼀宮地区
と名古屋間の移
動距離が短い

・都市間を結ぶ⾼速道路の距離が短くなる
《移動距離（岐⾩市役所〜⼀宮IC）：約30km ⇒ 約20km》

・都市間を結ぶ⾼速道路の距離は変わらない
《移動距離（岐⾩市役所〜⼀宮IC）：約30km ⇒ 約30km》

・都市間を結ぶ⾼速道路の距離は変わらない
《移動距離（岐⾩市役所〜⼀宮IC）：約30km ⇒ 約30km》

道路の移動時
間が読め、信頼
性が⾼い

・都市間の⾼速道路の移動において、渋滞箇所を通過しなくな
るため時間信頼性が向上する
《渋滞ボトルネック箇所通過延⻑(⼀宮⻄IC〜⼀宮IC）：約5km ⇒ 0km》

・⼀宮ＩＣや⼀宮⽊曽川ＩＣのジャンクション化により、効率
的な⾼速道路ネットワークの利⽤を可能とする

・都市間の⾼速道路の移動において、東海北陸道から国道22
号へ交通がやや転換するため、時間信頼性はやや向上するもの
の渋滞ボトルネック箇所は残存する
《渋滞ボトルネック箇所通過延⻑(⼀宮⻄IC〜⼀宮IC）：約5km ⇒ 5km》

・都市間の⾼速道路の移動において、東海北陸道から国道22
号へ交通が若⼲転換するため、時間信頼性は若⼲向上するも
のの渋滞ボトルネック箇所は残存する
《渋滞ボトルネック箇所通過延⻑(⼀宮⻄IC〜⼀宮IC）：約5km ⇒ 5km》

交通の円滑化 速達性が⾼く
渋滞が少ない

・国道22号の通過交通と地域交通を分離する事で、国道22
号・周辺道路等の旅⾏速度が最も向上する

《国道22号の旅⾏速度（⼀宮〜⼀宮⽊曽川）：22km/h※1 ⇒ 80km/h※2 》
・インターチェンジの設置により、地域交通（名古屋⽅⾯）の
専⽤部への転換を促進する

・国道22号の信号交差点の⼀部を回避する事で、国道22
号・周辺道路等の旅⾏速度がやや向上するものの効果は限定
的

《国道22号の旅⾏速度（⼀宮〜⼀宮⽊曽川）：22km/h※1 ⇒ 41km/h※3 》

・国道22号の交通容量を拡⼤する事で、国道22号・周辺道
路等の旅⾏速度が若⼲向上するものの現状とほぼ変わらない

《国道22号の旅⾏速度（⼀宮〜⼀宮⽊曽川）：22km/h※1 ⇒ 34km/h※4 》

交通安全の確保 交通事故が少な
い

・⼀宮市をはじめとする周辺地域の渋滞が緩和する事で交通
事故件数が最も削減する

・⼀宮市をはじめとする周辺地域の渋滞がやや緩和する事で交
通事故件数がやや削減するものの効果は限定的

・⼀宮市をはじめとする周辺地域の渋滞が若⼲緩和する事で
交通事故件数が若⼲削減するものの効果は限定的

﹁
配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
﹂

に
対
す
る
評
価

⽣活環境への配慮 ⽣活への影響が
少ない

・旅⾏速度が向上することに伴い、⾃動⾞排ガス量が低下する
ため、⽣活環境（⼤気等）の影響は最も⼩さくなる

・旅⾏速度が向上することに伴い、⾃動⾞排ガス量が低下する
ため、⽣活環境（⼤気等）の影響はやや⼩さくなる

・旅⾏速度が若⼲向上することに伴い、⾃動⾞排ガス量が低
下するため、⽣活環境（⼤気等）の影響は若⼲⼩さくなる

⾃然環境への配慮 ⾃然への影響が
少ない

・概ね既存の道路⽤地内で施⼯が可能なため、⾃然環境は
⼤きく変化しない

※動物、植物、⽣態系は、重要な種・群落の⽣息地・⽣育地等を回避している

・概ね既存の道路⽤地内で施⼯が可能なため、⾃然環境は
⼤きく変化しない
※動物、植物、⽣態系は、重要な種・群落の⽣息地・⽣育地等を回避している

・既存の道路⽤地内で施⼯が可能なため、⾃然環境は変化し
ない
※動物、植物、⽣態系は、重要な種・群落の⽣息地・⽣育地等を回避している

⼯事中の影響
⼯事中の現道
交通への影響が
少ない

・全線を⽴体構造とする整備（規制範囲が広く、⼤規模構造
物が多くある）のため、現道交通への影響が最も⼤きい

・部分的な⽴体構造等の整備（規制範囲が広く、⼤規模構
造物が部分的にある）のため、現道交通への影響が⼤きい

・現道拡幅する整備（規制範囲は広いが、⼤規模構造物が
ない）のため、現道交通への影響が最も少ない

そ
の
他

経済性 建設に要する費
⽤が安い 約1,600億円〜1,960億円 約300億円〜360億円 約100億円〜120億円

※1（現況）:H27全国道路・街路交通情勢調査（以下、「H27道路交通センサス」）における混雑時の速度

※4（平⾯8⾞線案）:H27道路交通センサスにおける⾮混雑時の速度

※3（部分⽴体案）:部分⽴体区間を60km/h、その他区間をH27道路交通センサスにおける⾮混雑時の速度※2（専⽤部案）:隣接区間（名古屋⾼速⼀宮線）の規制速度80km/hとする。
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専⽤部整備
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７．意見聴取方法（案）
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■道路利⽤者の
意⾒聴取対象範囲

愛知県

岐⾩県

静岡県

⻑野県

三重県

滋賀県

富⼭県

⽯川県

福井県

京都府

⼤阪府

N

全体期間 約2ヶ⽉

７．意見聴取方法（案） 7-1） 意見聴取の概要とアンケート配布範囲

■ 沿線・周辺地域の住⺠、道路利⽤者、地⽅公共団体、各種団体などから、地域の道路交通課題、対策案の⽐較・検討に際して重
視すべき項⽬、配慮すべき項⽬などに対する意⾒を幅広く聴取。

調査項⽬ 対 象

ア
ン
ケ
␗
ト

住⺠
アンケート

沿線地域 郵送回収 ・名岐道路が通過する地域である「⼀宮市の沿線地区」
オープンハウス ・名岐道路の近隣のショッピングセンター（1箇所：テラスウォーク⼀宮）

周辺地域 郵送回収
・国道22号（⼀宮地区）の利⽤が⾒込まれる地域（9市2町）
＜愛知県＞⼀宮市（沿線地区以外）、江南市、稲沢市、岩倉市、北名古屋市、清須市、名古屋市⻄区
＜岐⾩県＞岐⾩市、各務原市、岐南町、笠松町

道路利⽤者
アンケート

広域利⽤者 WEBアンケート ・愛知県、岐⾩県、三重県、滋賀県 ※国道22号（⼀宮地区）の利⽤経験のある⽅
SA/PA ・東名⾼速・名神⾼速・東海北陸道・東名阪道のSA/PA（5箇所：川島PA、尾張⼀宮PA、養⽼SA、東郷PA、⼤⼭⽥PA）

業務上利⽤者 郵送回収 ・愛知県・岐⾩県・三重県・滋賀県のトラック協会・バス協会の会員企業

ヒ
ア
リ
ン
グ

地⽅公共団体ヒアリング
・愛知県、岐⾩県
・沿線地域及び周辺地域の9市2町
（⼀宮市、江南市、稲沢市、岩倉市、北名古屋市、清須市、名古屋市⻄区、岐⾩市、各務原市、岐南町、笠松町）

各種団体
ヒアリング

経済・産業団体ヒアリング ・沿線地域・周辺地域内の商⼯会議所、観光協会、旅⾏業協会
県警・消防ヒアリング ・沿線地域・周辺地域内の警察署・消防本部

関連管理者ヒアリング ・中⽇本⾼速道路株式会社、名古屋⾼速道路公社

岐⾩市

各務原市

笠松町

北名古屋市

清須市
名古屋市⻄区

⼀宮市

岐南町評
価
対
象
区
間

N

:沿線地域

:周辺地域

名
岐
道
路

■住⺠アンケート配布範囲

記者発表、ポスター掲⽰、
国、県、沿線・周辺地域地⽅公共体HPへのバナー貼付、
市町広報誌

周知⽅法

配布⽅法
①住⺠アンケート
⼀宮市の沿線地区は全⼾配布、その他は無作為抽出で配布

②道路利⽤者アンケートとオープンハウス
対象箇所で直接配布

③業務上利⽤者アンケート
対象企業に郵送配布

④上記以外は、対象団体等にヒアリング

期間

回収⽅法
①②郵便ポスト（WEBによる回答も可能としている）
③ 対象箇所に投函ボックスを設置

江南市

岩倉市

稲沢市
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７．意見聴取方法（案） 7-2） アンケート調査内容・項目（案）

アンケート調査項⽬ アンケート調査内容

回答者の属性
道路利⽤状況

■回答者の属性
住所（市区町村まで）・性別・年齢・職業

■国道22号の利⽤頻度及び⾃動⾞の利⽤頻度
・ほぼ毎⽇、週に数回程度、⽉に数回程度、ほぼ利⽤しない、利⽤したことがない

■運転⽬的
・仕事、通勤・通学、⽇常的な買い物・通院、観光・レジャー等

名古屋〜岐⾩間（⼀宮地区）
の道路の交通課題

■名古屋〜岐⾩間（⼀宮地区）の道路の交通課題について
※4段階評価（1.そう思う 2.ややそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない）

①⾼速道路利⽤時の迂回感
②⾼速道路利⽤の際、渋滞等により時間が読めない
③国道22号の渋滞等による速達性の低さ
④国道22号の交差道路の渋滞等による速達性の低さ
⑤国道22号の交通事故が多い等、安全性の低さ
⑥国道22号の交差道路の交通事故が多い等、安全性の低さ
⑦その他

対策案(構造)の⽐較・検討に際し
重視すべき項⽬

■対策案（構造）の⽐較・検討に際し、重視すべき項⽬について
※4段階評価（1.特に重視すべき 2.やや重視すべき 3.あまり重視すべきではない 4.重視すべきではない）

＜重視すべき項⽬＞
①迂回感の無い⾼速道路ネットワークの実現
②⾼速道路へのアクセス性の向上
③時間が読める⾼速道路の定時性・信頼性の向上
④⾼速道路の渋滞の改善
⑤国道22号の渋滞の改善
⑥国道22号の交差道路の渋滞の改善
⑦国道22号の交通事故が少ない等、安全性の向上
⑧国道22号の交差道路の交通事故が少ない等、安全性の向上
⑨⼤気や騒⾳等、⽣活への影響が少なく、環境への配慮がなされていること
⑩地形改変等が少なく、環境への配慮がなされていること
⑪⼯事中の地域への影響（交通規制等）が少ないこと
⑫道路をつくる費⽤が安いこと
⑬その他

配慮すべき事項、その他意⾒ （⾃由回答）
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７．意見聴取方法（案） 7-3） アンケート案（紙面構成）①
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７．意見聴取方法（案） 7-3） アンケート案（紙面構成）②
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７．意見聴取方法（案） 7-3） アンケート案（紙面構成）③
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７．意見聴取方法（案） 7-3） アンケート案（紙面構成）④
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７．意見聴取方法（案） 7-3） アンケート案（紙面構成）⑤
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７．意見聴取方法（案） 7-3） アンケート案（紙面構成）⑥




